
○ し ん ご う 保 育 園242

ぼ く と わ た し の 絵

保
育
園
で
、
お
ひ
な
さ
ま
の
会
を

し
ま
し
た
。
自
分
た
ち
で
作
っ
た

ひ
な
人
形
を
か
ざ
っ
て
お
祝
い
し

ま
し
た
。
と
っ
て
も
楽
し
か
っ
た

で
す
。

田
島
 
陽
和
さ
ん（
さ
く
ら
組
）

お
わ
か
れ
会
を
し
ま
し
た
。
お
友
だ

ち
み
ん
な
で
や
っ
た「
し
っ
ぽ
と
り

ゲ
ー
ム
」が
一
番
お
も
し
ろ
か
っ
た

で
す
！！
ぼ
く
は
４
本
取
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

長
根
　
　
樹
く
ん（
さ
く
ら
組
）

ひ
よ
り

た
し
ま

い
つ
き

な
が
ね

12

う
づ
き

A
pr
il

４
月

卯
 月

小
　
沢
　
瑠
　
杏
ち
ゃ
ん

Ｈ
25
・
３
・
７
生

（
地
区
）
戸
来

（
パ
パ
）
哲
也

（
マ
マ
）
由
佳

パ
パ
と
マ
マ
の
ね
が
い

に
こ
に
こ
明
る
く
元
気
に
！！

人
の
動
き

男
　
1,
35
6人
（
－
５
人
）

女
　
1,
45
5人
（
－
１
人
）

計
　
2,
81
1人
（
－
６
人
）

世
帯
数
94
8世
帯（
＋
２
世
帯
）

（
平
成
26
年
２
月
28
日
現
在
）
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む
ら
の
ガ
イ
ド

平
成
26
年

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド（
金
剛
石
）

̶
 洗
浄
・
無
垢
 ̶

誕
生
石

燃
え
る
ご
み
収
集
日
　
新
郷
村
全
域
　
月
曜
日
・
木
曜
日
（
祭
日
も
収
集
し
ま
す
）

家
庭
ご
み
は
収
集
日
の
朝
に
出
し
て
下
さ
い
。
生
ご
み
の
水
切
り
に
ご
協
力
を

ご
み
の
減
量
と
リ
サ
イ
ク
ル
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う

村
民
相
談
日
　
毎
週
月
・
木
曜
日
　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
ま
で
（
場
所
：
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
　
祝
祭
日
の
場
合
は
曜
日
変
更
あ
り
）

２
０
１
４
年
４
月

行
　
　
事
　
　
等

備
　
　
　
考

あ
る

こ
さ
わ

日
曜

み
ん
な
で
支
え
る

国
民
年
金

日
本
年
金
機
構

こ
の
広
報
紙
は
地
産
地
消
・
輸
送
マ
イ
レ
ー
ジ
に
配
慮
し
た
植
物
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

２月22日　美郷館で開催された新郷村安全・安心村づくり
　　　　　推進大会で「ガンバロー三唱」をする出席者
２月22日　美郷館で開催された新郷村安全・安心村づくり
　　　　　推進大会で「ガンバロー三唱」をする出席者

４
金 月日

山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
２
階
　
相
談
室

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

資
源
ご
み（
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
等
２
品
目
）収
集
日

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動（
～
15
日
）

６

火
８

新
郷
温
泉
館
休
館
日

入
学
お
め
で
と
う
！
春
の
声
か
け・
あ
い
さ
つ
運
動（
～
11
日
）

保
健
協
力
員
・
介
護
相
談
協
力
員
打
ち
合
わ
せ
会

７

火
行
政
相
談

22

金
資
源
ご
み（
缶
・
新
聞
等
５
品
目
）収
集
日

11
日
春
の
火
災
予
防
パ
レ
ー
ド

新
郷
温
泉
館
休
館
日

13
月

14
乳
児
・
１
歳
６
ヵ
月
・
２
歳
児
健
診

水
16

金
資
源
ご
み
（
ビ
ン
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
等
２
品
目
）収
集
日

18
日
第
39
1回
子
ど
も
会
親
子
早
起
き
掃
除

20
月
新
郷
温
泉
館
休
館
日

春
季
犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射（
～
25
日
）

21

木
燃
え
な
い
ご
み
収
集
日

24
金

25
日
五
戸
地
区
消
防
団
観
閲
式

27
月
新
郷
温
泉
館
休
館
日

28
火
昭
和
の
日

29
水
軽
自
動
車
税
納
期
限

30

小
・
中
学
校
入
学
式

ガン
バロ

ー
ガン

バロ
ー

ガン
バロ

ー

ガン
バロ

ーガン
バロ

ー

ガン
バロ

ー
ガン

バロ
ー

ガン
バロ

ー
ガン

バロ
ー

ガン
バロ

ー
ガン

バロ
ー

ガン
バロ

ー
ガン

バロ
ー

ガン
バロ

ー
ガン

バロ
ー

ガン
バロ

ー
ガン

バロ
ー

ガン
バロ

ー

ガン
バロ

ー

国
保
か
ら

制
度
改
正
の

お
知
ら
せ
で
す
！

国
保
か
ら

制
度
改
正
の

お
知
ら
せ
で
す
！

お
医
者
さ
ん
に
か
か
っ
た
と
き

平
成
2
6
年
度
か
ら
の

　
平
成
26
年
度
か
ら
、
70
歳
以
上
75
歳
未
満（
現
役
並
み
所
得

者
以
外
）の
人
の
自
己
負
担
割
合
が
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

　
た
だ
し
、
昭
和
19
年
４
月
１
日
以
前
生
ま
れ
の
人
は
、
こ
れ
ま

で
ど
お
り
１
割
に
据
え
置
か
れ
ま
す
。

　
昭
和
19
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
の
人
は
、
70
歳
の
誕
生
日
の

翌
月（
１
日
生
ま
れ
の
人
は
そ
の
月
）か
ら
２
割
と
な
り
ま
す
。

　
現
役
並
み
所
得
者
の
自
己
負
担
割
合
は
３
割
の
ま
ま
で
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

7
0
歳
以
上
7
5
歳
未
満
の
人
の

自
己
負
担
割
合
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歳出 ２７億３，５６０万円

（　）は構成比

新郷村各会計別当初予算額
（単位：千円・％）

村税の内訳 1億8,697万0千円
たばこ税 950万0千円（5.1%）

歳入 ２７億３，５６０万円 平
成
26
年
度
一
般
会
計
予
算

住みよい村づくりに27億3,560万円住みよい村づくりに27億3,560万円住みよい村づくりに27億3,560万円
　

平
成
26
年
新
郷
村
議
会
第
１
回
定
例
会
が
、
３
月
３
日
か
ら
３
月
７
日
ま

で
開
か
れ
、
平
成
26
年
度
新
郷
村
一
般
会
計
並
び
に
７
つ
の
特
別
会
計
予
算

が
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
度
新
郷
村
一
般
会
計
当
初
予
算
額
は
27
億
3
、5
6
0
万
円
で
、

前
年
度
当
初
予
算
額
と
比
較
す
る
と
、
2
1
0
万
円
、
０
・
１
％
の
増
と
な
っ

て
い
ま
す
。

（　）は構成比

村民税
5,770万１千円
（30.8％）

軽自動車税
985万３千円
（5.3％）

特別土地保有税  1千円（0.0％）

固定資産税
１億991万5千円
（58.8％）

平成26年度 一般会計予算の主な事業（　　）は前年度当初予算額

総　務　費　（明るく豊かで住みよい活力ある村づくりをめざして）　 5億5,151万0千円（4億9,987万2千円）
●税システム等リース料及び利用料　　　　　　　　　　　　　　　　　1,029万2千円
●住民基本台帳ネットワークシステムリース料　　  　　　　　　　　　　456万5千円
●旧西越保育所解体工事　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  350万0千円
●路線バス等運行業務委託料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1,462万4千円
●バス路線維持費補助金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　370万0千円
●集落活動支援事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　500万0千円
●定住促進住宅整備事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7,333万0千円
●再生可能エネルギー等導入事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　3,700万0千円

民　生　費　（住民福祉の充実をめざして）　　　　　　　　　　　　 5億2,511万4千円（5億　116万3千円）
●三戸郡福祉事務組合負担金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1,179万0千円
●新郷村社会福祉協議会補助金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1,026万9千円
●介護保険特別会計への繰出金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7,474万6千円
●重度心身障害者医療費給付費　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　700万0千円
●障害者自立支援給付費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6,207万9千円
●国保特別会計への繰出金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3,500万0千円
●診療所特別会計への繰出金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1,650万0千円
●後期高齢者医療費療養給付費負担金　　　　　　　　　　　　　　　　3,836万6千円
●後期医療特別会計の繰出金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1,885万8千円
●臨時福祉給付金事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1,441万0千円
●保育所運営費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6,900万0千円
●児童手当　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2,817万0千円
●和の家指定管理料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　240万0千円
●乳幼児医療給付事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　300万0千円
●子ども医療費給付事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　300万0千円 合　　　　　　　計

一 　 般 　 会 　 計

特 　 別 　 会 　 計

国 民 健 康 保 険

国民健康保険診療所

簡 易 水 道

後 期 高 齢 者 医 療

特定環境保全公共下水道

会　　　計　　　別

27億3,560万0千円

12億3,101万3千円

4億1,800万0千円

1億1,707万9千円

4,352万7千円

3,511万0千円

1億9,049万8千円

39億6,661万3千円

平成26年度当初予算額 平成25年度当初予算額

27億3,350万0千円

12億　 84万1千円

4億2,300万0千円

1億1,539万9千円

5,074万0千円

3,380万0千円

1億4,773万2千円

39億3,434万1千円

0.1%

2.5%

△  1.2%

1.5%

△14.2%

3.9%

28.9%

0.8%

農業集落排水事業

介 護 保 険 3億9,311万7千円 1.1%3億9,757万1千円

2,922万8千円 3,705万3千円 △21.1%

前年度対比

農林水産業費
３億5,650万3千円
（13.0%）

商工費 １億7,181万９千円（6.3%）

消防費 １億130万８千円（3.7%）

衛生費 7,062万６千円（2.6%）

議会費 5,964万９千円（2.2%）

その他 644万９千円（0.2%）

土木費
２億7,339万6千円
（10.0%）

公債費
３億5,995万6千円
（13.1%）

教育費
２億5,927万0千円

（9.5%）

民生費
５億2,511万4千円
（19.2%）

総務費 
５億5,151万0千円
（20.2%）

地方交付税
15億6,000万０千円

（57.0%）

県支出金 ２億2,935万４千円（8.4%）

村債 ２億2,690万０千円（8.3%）

国庫支出金 1億4,379万７千円（5.3%）

諸収入 １億1,634万５千円（4.3%）

その他 ２億7,223万４千円（9.9%）

村税 １億8,697万０千円（6.8%）
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平
成
26
年
度
の
主
な
村
の
施
策

○
村
民
相
談
員
を
配
置
し
て
い
ま
す

　
毎
週
月
・
木
曜
日
が
相
談
日

（
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
２
階
相
談

室
に
て
、
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

ま
で
開
設
）

○
集
落
活
動
を
支
援
し
ま
す

　
集
落
住
民
の
取
組
み
に
村
が
助

成
し
ま
す（
世
帯
数
に
応
じ
て
助
成
）

○
原
木
き
の
こ
の
ほ
だ
木
を
希
望

者
へ
お
譲
り
し
ま
す

　
ほ
だ
木
　
１
本
　
１
０
０
円

　
種
　
菌

　
　
販
売
価
格
の
１
／
３
を
助
成

○
高
齢
者
対
策
と
し
て
、
引
き
続

き「
和
の
家
」を
開
設
し
ま
す

　
冬
季
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ハ
ウ
ス

「
和
の
家
」を
引
き
続
き
開
設

○
ほ
の
ぼ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
21
推
進

事
業
を
継
続
し
て
実
施
し
ま
す

　
社
会
福
祉
協
議
会
に
委
託
し
、

推
進
員
の
配
置
や
ひ
と
り
暮
ら
し

の
見
守
り
活
動
を
行
い
ま
す

○
定
住
促
進
事
業
を
進
め
ま
す

　
金
ヶ
沢
付
近
に
、
定
住
促
進
の

た
め
の
住
宅
建
設
を
進
め
ま
す

（
平
成
25
年
〜
27
年
）

○
斎
場
使
用
料
を
村
で
助
成
し
ま
す

　
斎
場
使
用
料
の
半
額
を
村
で
助

成（
た
だ
し
、
１
２
、８
０
０
円
を

上
限
と
す
る
）

○
合
併
浄
化
槽
整
備
に
助
成
し
ま
す

　
合
併
浄
化
槽
整
備
に
２
／
３
を

助
成

※

詳
細
は
建
設
グ
ル
ー
プ
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

○
大
根
洗
浄
選
別
機
の
改
修
を
し

ま
す

　
農
協
と
村
が
１
／
２
ず
つ
負
担

し
、
２
、５
３
０
万
円
で
大
根
洗

浄
選
別
機
の
改
修
を
行
い
ま
す

○
葉
た
ば
こ
・
立
枯
れ
病
防
除
対

策
に
助
成
し
ま
す

　
村
た
ば
こ
耕
作
振
興
会
が
実
施

す
る
防
除
対
策
事
業
に
、
資
材
費

の
１
／
２
を
村
で
助
成

○
良
質
米
生
産
に
助
成
し
ま
す

　
航
空
防
除
無
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

フ
ラ
イ
ト
料
10
ア
ー
ル
当
た
り

１
、０
５
０
円
の
１
／
３
を
助
成

し
、
一
斉
防
除
に
よ
る
良
質
米
生

産
に
努
め
ま
す

※

詳
細
は
産
業
グ
ル
ー
プ
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

○
有
機
資
源
セ
ン
タ
ー
新
郷
の
堆

肥
購
入
農
家
に
助
成
し
ま
す

助
成
額
　

　
地
力
増
進
　
１
ト
ン
当
た
り

１
、５
０
０
円

　
散
　
布
　
　
１
台
当
た
り

１
、０
０
０
円

○
青
年
就
農
給
付
金
を
支
給
し
ま
す

　
独
立
・
自
営
就
農
時
の
年
齢
が

45
歳
未
満
の
新
規
就
農
者
で
、
経

営
が
軌
道
に
乗
る
ま
で
の
最
大
５

年
間
を
支
援
し
ま
す

　
１
人
当
た
り
年
間
１
５
０
万
円

を
助
成

○
肉
用
牛
貸
付
事
業
を
行
い
ま
す

　
高
品
質
で
低
コ
ス
ト
な
生
産
性

の
高
い
肉
用
牛
の
維
持
及
び
増
頭

を
図
る

　
貸
付
予
定
頭
数
　
13
頭

※

詳
細
は
産
業
グ
ル
ー
プ
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

○
平
子
沢
放
牧
場
と
上
後
藤
放
牧

場
の
管
理
を
八
戸
農
協
で
行
い

ま
す

　
平
子
沢
放
牧
場
と
上
後
藤
放
牧

場
の
２
つ
を
、
平
成
26
年
度
か
ら

農
協
で
一
体
管
理

○
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
事
業

を
実
施
し
ま
す

　

　
急
傾
斜
地
　
１
０
２
ヘ
ク
タ
ー
ル

　
緩
傾
斜
地
　
５
３
４
ヘ
ク
タ
ー
ル

（
協
定
数
26
　
事
業
費
５
、４
７

８
万
３
、０
０
０
円
）
　
　

財
源
の
内
訳

　（
国
１
／
２
　
県
１
／
４
　
村

１
／
４
）

○
雪
折
れ
に
よ
る
間
伐
事
業
に
助

成
し
ま
す

　
三
八
地
方
森
林
組
合
で
実
施
す

る
雪
折
れ
被
害
を
受
け
た
森
林
の

間
伐
作
業
に
つ
い
て
、
助
成
し
ま
す

　
事
業
実
施
面
積
　
１
０
０
ｈ
ａ

※

詳
細
は
森
林
組
合
ま
た
は
産
業

グ
ル
ー
プ
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い

○
林
業
専
用
道
開
設
事
業
を
実
施

し
ま
す

　
曲
戸
ノ
上
線
林
道
開
設
工
事
を

開
始

○
小
規
模
治
山
事
業
を
実
施
し
ま
す

　
昨
年
の
大
雨
で
発
生
し
た
中
里

地
区
の
山
崩
れ
を
、
小
規
模
治
山

事
業
で
復
旧
工
事
を
実
施

衛　生　費　（健康で豊かな村づくりをめざして）　　　　　　　　　  　7,062万6千円（7,370万9千円）
●予防接種等委託料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  392万5千円
●十和田地区環境整備事務組合負担金（し尿処理）　　　　　　　　　　  792万0千円
●十和田地域広域事務組合負担金（ごみ処理）　　　　　　　　　　　　1,025万0千円
●合併浄化槽整備事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  205万6千円
●簡易水道特別会計への繰出金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2,176万7千円

農林水産業費　（豊かな村づくりをめざして）　　　　　　　　　　　　3億5,650万3千円（3億6,140万6千円）
●大根洗浄選別機改修工事　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2,530万0千円
●有機資源活用促進事業補助　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　420万0千円
●中山間地域等直接支払事業交付金　　　　　　　　　　　　　　　　　5,478万3千円
●有機資源センター新郷指定管理料　　　　　　　　　　　　　　　　　1,010万0千円
●雪折れ対策事業補助　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　450万0千円
●森林農地整備センター受託事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　4,004万3千円
●森林環境保全整備事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3,015万0千円
●小規模治山事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　450万0千円
●広域農道路面補修負担金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1,073万8千円
●農業集落排水事業特別会計への繰出金　　　　　　　　　　　　　　　2,766万6千円
●青年就農給付金事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2,775万0千円
●放牧事業（草地造成）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　857万0千円

商　工　費　（活力とうるおいのある村づくりをめざして）　　　　　1億7,181万9千円（1億8,122万0千円）
●間木ノ平グリーンパーク管理委託料　　　　　　　　　　　　　　　　3,350万0千円
●五戸町・新郷村地域商店街活性化事業助成金　　　　　　　　　　　　  180万0千円
●新郷村商店活性化こども商品券　　　　　　　　　　　　　　　　　　  350万0千円
●新郷村ふるさと活性化公社貸付金　　　　　　　　　　　　　　　　　2,600万0千円
●温泉事業管理運営費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4,759万1千円
●地域振興力向上対策支援事業業務委託料　　　　　　　　　　  　　　　410万0千円

土　木　費　（住みよい生活環境づくりをめざして）　　　　　　　　2億7,339万6千円（3億2,041万0千円）
●特定環境保全公共下水道特別会計への繰出金　　　　　　　　　　  1億　555万5千円
●臨時作業員賃金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1,300万0千円
●道路改良事業費の測量設計委託料等　　　　　　　　　　　　　　　　2,700万0千円
●雨池線等の工事請負費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3,810万0千円

消　防　費　（住民の生命と財産を守るため）　　　　　　　　　　　1億  130万8千円（1億1,890万0千円）
●団員出動費用弁償　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　970万0千円
●八戸地域広域事務組合負担金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6,284万1千円
●防火水槽新設事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　480万0千円
●消防団旗等購入費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　280万0千円

教　育　費　（人づくり・生涯学習の推進をめざして）　　　　　　　2億5,927万0千円（2億2,383万1千円）
●語学指導外国青年招致事業費　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　563万5千円
●奨学金貸付金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　864万0千円
●新郷中学校屋内運動場天井照明器具等落下防止改修工事　　　　　　　  745万2千円
●金ヶ沢スキー場トイレ等改築工事　　　　　　　　　　　　　　　　　1,560万0千円
●村営プール管理棟改築工事　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2,780万0千円
●小学校給食費（給食無料化に伴う賄い材料費・調理員賃金ほか）　　　1,801万6千円
●中学校給食費（給食無料化に伴う賄い材料費・調理員賃金ほか）　　　1,622万5千円

災害復旧費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　 344万4千円（193万3千円）
●農業用施設災害復旧費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  225万4千円
●公共土木施設災害復旧事業費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  119万0千円

公　債　費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3億5,995万6千円（3億8,727万2千円）
●長期債元金償還金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 3億2,207万6千円
●長期利子等償還金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3,788万0千円

診療所と同じ敷地内にある「和の家」

右の奥に見えるのが診療所　　　　
重機のあるあたりが住宅建設予定地

昨年９月の台風18号で発生した中里地区の山崩れ
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平
成
26
年
度
の
主
な
村
の
施
策

○
村
民
相
談
員
を
配
置
し
て
い
ま
す

　
毎
週
月
・
木
曜
日
が
相
談
日

（
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
２
階
相
談

室
に
て
、
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

ま
で
開
設
）

○
集
落
活
動
を
支
援
し
ま
す

　
集
落
住
民
の
取
組
み
に
村
が
助

成
し
ま
す（
世
帯
数
に
応
じ
て
助
成
）

○
原
木
き
の
こ
の
ほ
だ
木
を
希
望

者
へ
お
譲
り
し
ま
す

　
ほ
だ
木
　
１
本
　
１
０
０
円

　
種
　
菌

　
　
販
売
価
格
の
１
／
３
を
助
成

○
高
齢
者
対
策
と
し
て
、
引
き
続

き「
和
の
家
」を
開
設
し
ま
す

　
冬
季
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ハ
ウ
ス

「
和
の
家
」を
引
き
続
き
開
設

○
ほ
の
ぼ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
21
推
進

事
業
を
継
続
し
て
実
施
し
ま
す

　
社
会
福
祉
協
議
会
に
委
託
し
、

推
進
員
の
配
置
や
ひ
と
り
暮
ら
し

の
見
守
り
活
動
を
行
い
ま
す

○
定
住
促
進
事
業
を
進
め
ま
す

　
金
ヶ
沢
付
近
に
、
定
住
促
進
の

た
め
の
住
宅
建
設
を
進
め
ま
す

（
平
成
25
年
〜
27
年
）

○
斎
場
使
用
料
を
村
で
助
成
し
ま
す

　
斎
場
使
用
料
の
半
額
を
村
で
助

成（
た
だ
し
、
１
２
、８
０
０
円
を

上
限
と
す
る
）

○
合
併
浄
化
槽
整
備
に
助
成
し
ま
す

　
合
併
浄
化
槽
整
備
に
２
／
３
を

助
成

※

詳
細
は
建
設
グ
ル
ー
プ
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

○
大
根
洗
浄
選
別
機
の
改
修
を
し

ま
す

　
農
協
と
村
が
１
／
２
ず
つ
負
担

し
、
２
、５
３
０
万
円
で
大
根
洗

浄
選
別
機
の
改
修
を
行
い
ま
す

○
葉
た
ば
こ
・
立
枯
れ
病
防
除
対

策
に
助
成
し
ま
す

　
村
た
ば
こ
耕
作
振
興
会
が
実
施

す
る
防
除
対
策
事
業
に
、
資
材
費

の
１
／
２
を
村
で
助
成

○
良
質
米
生
産
に
助
成
し
ま
す

　
航
空
防
除
無
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

フ
ラ
イ
ト
料
10
ア
ー
ル
当
た
り

１
、０
５
０
円
の
１
／
３
を
助
成

し
、
一
斉
防
除
に
よ
る
良
質
米
生

産
に
努
め
ま
す

※
詳
細
は
産
業
グ
ル
ー
プ
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

○
有
機
資
源
セ
ン
タ
ー
新
郷
の
堆

肥
購
入
農
家
に
助
成
し
ま
す

助
成
額
　

　
地
力
増
進
　
１
ト
ン
当
た
り

１
、５
０
０
円

　
散
　
布
　
　
１
台
当
た
り

１
、０
０
０
円

○
青
年
就
農
給
付
金
を
支
給
し
ま
す

　
独
立
・
自
営
就
農
時
の
年
齢
が

45
歳
未
満
の
新
規
就
農
者
で
、
経

営
が
軌
道
に
乗
る
ま
で
の
最
大
５

年
間
を
支
援
し
ま
す

　
１
人
当
た
り
年
間
１
５
０
万
円

を
助
成

○
肉
用
牛
貸
付
事
業
を
行
い
ま
す

　
高
品
質
で
低
コ
ス
ト
な
生
産
性

の
高
い
肉
用
牛
の
維
持
及
び
増
頭

を
図
る

　
貸
付
予
定
頭
数
　
13
頭

※

詳
細
は
産
業
グ
ル
ー
プ
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

○
平
子
沢
放
牧
場
と
上
後
藤
放
牧

場
の
管
理
を
八
戸
農
協
で
行
い

ま
す

　
平
子
沢
放
牧
場
と
上
後
藤
放
牧

場
の
２
つ
を
、
平
成
26
年
度
か
ら

農
協
で
一
体
管
理

○
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
事
業

を
実
施
し
ま
す

　

　
急
傾
斜
地
　
１
０
２
ヘ
ク
タ
ー
ル

　
緩
傾
斜
地
　
５
３
４
ヘ
ク
タ
ー
ル

（
協
定
数
26
　
事
業
費
５
、４
７

８
万
３
、０
０
０
円
）
　
　

財
源
の
内
訳

　（
国
１
／
２
　
県
１
／
４
　
村

１
／
４
）

○
雪
折
れ
に
よ
る
間
伐
事
業
に
助

成
し
ま
す

　
三
八
地
方
森
林
組
合
で
実
施
す

る
雪
折
れ
被
害
を
受
け
た
森
林
の

間
伐
作
業
に
つ
い
て
、
助
成
し
ま
す

　
事
業
実
施
面
積
　
１
０
０
ｈ
ａ

※

詳
細
は
森
林
組
合
ま
た
は
産
業

グ
ル
ー
プ
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い

○
林
業
専
用
道
開
設
事
業
を
実
施

し
ま
す

　
曲
戸
ノ
上
線
林
道
開
設
工
事
を

開
始

○
小
規
模
治
山
事
業
を
実
施
し
ま
す

　
昨
年
の
大
雨
で
発
生
し
た
中
里

地
区
の
山
崩
れ
を
、
小
規
模
治
山

事
業
で
復
旧
工
事
を
実
施

衛　生　費　（健康で豊かな村づくりをめざして）　　　　　　　　　  　7,062万6千円（7,370万9千円）
●予防接種等委託料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  392万5千円
●十和田地区環境整備事務組合負担金（し尿処理）　　　　　　　　　　  792万0千円
●十和田地域広域事務組合負担金（ごみ処理）　　　　　　　　　　　　1,025万0千円
●合併浄化槽整備事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  205万6千円
●簡易水道特別会計への繰出金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2,176万7千円

農林水産業費　（豊かな村づくりをめざして）　　　　　　　　　　　　3億5,650万3千円（3億6,140万6千円）
●大根洗浄選別機改修工事　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2,530万0千円
●有機資源活用促進事業補助　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　420万0千円
●中山間地域等直接支払事業交付金　　　　　　　　　　　　　　　　　5,478万3千円
●有機資源センター新郷指定管理料　　　　　　　　　　　　　　　　　1,010万0千円
●雪折れ対策事業補助　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　450万0千円
●森林農地整備センター受託事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　4,004万3千円
●森林環境保全整備事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3,015万0千円
●小規模治山事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　450万0千円
●広域農道路面補修負担金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1,073万8千円
●農業集落排水事業特別会計への繰出金　　　　　　　　　　　　　　　2,766万6千円
●青年就農給付金事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2,775万0千円
●放牧事業（草地造成）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　857万0千円

商　工　費　（活力とうるおいのある村づくりをめざして）　　　　　1億7,181万9千円（1億8,122万0千円）
●間木ノ平グリーンパーク管理委託料　　　　　　　　　　　　　　　　3,350万0千円
●五戸町・新郷村地域商店街活性化事業助成金　　　　　　　　　　　　  180万0千円
●新郷村商店活性化こども商品券　　　　　　　　　　　　　　　　　　  350万0千円
●新郷村ふるさと活性化公社貸付金　　　　　　　　　　　　　　　　　2,600万0千円
●温泉事業管理運営費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4,759万1千円
●地域振興力向上対策支援事業業務委託料　　　　　　　　　　  　　　　410万0千円

土　木　費　（住みよい生活環境づくりをめざして）　　　　　　　　2億7,339万6千円（3億2,041万0千円）
●特定環境保全公共下水道特別会計への繰出金　　　　　　　　　　  1億　555万5千円
●臨時作業員賃金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1,300万0千円
●道路改良事業費の測量設計委託料等　　　　　　　　　　　　　　　　2,700万0千円
●雨池線等の工事請負費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3,810万0千円

消　防　費　（住民の生命と財産を守るため）　　　　　　　　　　　1億  130万8千円（1億1,890万0千円）
●団員出動費用弁償　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　970万0千円
●八戸地域広域事務組合負担金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6,284万1千円
●防火水槽新設事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　480万0千円
●消防団旗等購入費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　280万0千円

教　育　費　（人づくり・生涯学習の推進をめざして）　　　　　　　2億5,927万0千円（2億2,383万1千円）
●語学指導外国青年招致事業費　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　563万5千円
●奨学金貸付金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　864万0千円
●新郷中学校屋内運動場天井照明器具等落下防止改修工事　　　　　　　  745万2千円
●金ヶ沢スキー場トイレ等改築工事　　　　　　　　　　　　　　　　　1,560万0千円
●村営プール管理棟改築工事　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2,780万0千円
●小学校給食費（給食無料化に伴う賄い材料費・調理員賃金ほか）　　　1,801万6千円
●中学校給食費（給食無料化に伴う賄い材料費・調理員賃金ほか）　　　1,622万5千円

災害復旧費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　 344万4千円（193万3千円）
●農業用施設災害復旧費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  225万4千円
●公共土木施設災害復旧事業費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  119万0千円

公　債　費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3億5,995万6千円（3億8,727万2千円）
●長期債元金償還金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 3億2,207万6千円
●長期利子等償還金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3,788万0千円

診療所と同じ敷地内にある「和の家」

右の奥に見えるのが診療所　　　　
重機のあるあたりが住宅建設予定地

昨年９月の台風18号で発生した中里地区の山崩れ



6７　広報しんごう　H26・３

　村
と
新
郷
村
農
産
物
研
究
会
主

催
の「
米
づ
く
り
の
未
来
を
語
る

会
」が
２
月
12
日
、
美
郷
館
で
開

か
れ
、
会
員
や
村
内
の
水
稲
生
産

者
、
八
戸
農
協
な
ど
の
関
係
者
約
20

名
が
出
席
し
、
本
村
の
米
づ
く
り
に

つ
い
て
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　そ
の
中
で
、
昨
年
試
験
栽
培
さ

れ
、「
天
日
米
」と
ネ
ー
ミ
ン
グ
さ

れ
た
米
の
試
食
会
も
行
わ
れ
、
ブ

ラ
ン
ド
米
と
し
て
の
地
位
確
立
の

た
め
、
ど
の
よ
う
に
事
業
を
展
開

し
て
い
く
べ
き
か
な
ど
話
し
あ
わ

れ
ま
し
た
。

小
型
ロ
ー
タ
リ
ー（
1.5
ｍ
級
）

事
業
名

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
事
業

納
入
業
者

㈱
Ｋ
Ｃ
Ｍ
Ｊ
八
戸
営
業
所

購
入
額

２
２
、５
７
５
、０
０
０
円（
国
庫

補
助
金
１
５
、０
５
０
、０
０
０
円

補
助
率
２
／
３
）

納
入
月
日

平
成
26
年
２
月
28
日

※

主
に
除
雪
の
た
め
に
使
用
し
ま

す
が
、
村
道
の
草
刈
り
に
も
使

用
し
ま
す
。

草
刈
り
装
置
（
小
型
ロ
ー
タ
リ
ー

用
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
）

事
業
名

草
刈
り
機
械
購
入
事
業（
単
独
事
業
）

納
入
業
者

㈱
Ｋ
Ｃ
Ｍ
Ｊ
八
戸
営
業
所

購
入
額

６
、１
２
３
、３
９
０
円

納
入
月
日

平
成
26
年
２
月
28
日

※

小
型
ロ
ー
タ
リ
ー
に
装
着
し
、

村
道
の
草
刈
り
の
際
に
使
用
し

ま
す
。

　本
村
の
赤
十
字
奉
仕
団
で
日
々

活
動
し
て
い
る
佐
藤
久
美
子
さ
ん

（
舘
向
）に
、
日
本
赤
十
字
社
青
森

県
支
部
長
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら

れ
、
３
月
４
日
、
須
藤
村
長
か
ら

佐
藤
さ
ん
に
感
謝
状
が
伝
達
さ
れ

ま
し
た
。

　こ
れ
は
、村
赤
十
字
奉
仕
団
の
委

員
長
を
務
め
て
い
る
佐
藤
さ
ん
の
、

５
年
間
に
わ
た
る
地
域
へ
の
奉
仕

活
動
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　こ
の
た
び
、
新
郷
診
療
所
に
新

し
い
心
電
計
が
導
入
さ
れ
ま
し

た
。　心

臓
の
筋
肉
が
全
身
に
血
液
を

循
環
さ
せ
る
た
め
に
拡
張
と
収
縮

を
繰
り
返
す
と
き
、
微
弱
な
活
動

電
流
が
発
生
し
、
そ
の
変
化
の
乱

れ
を
波
形
と
し
て
記
録
し
、
病

気
の
兆
候
を
読
み
取
ろ
う
と
す
る

の
が
心
電
図
検
査
で
す
。
心
臓
の

疾
患
に
関
す
る
検
査
の
中
で
は
比

較
的
簡
単
に
行
え
る
も
の
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
病
気
発
見
の
第
一

の
手
が
か
り
と
し
て
よ
く
用
い
ら

れ
ま
す
。

購
入
金
額
２
、６
０
４
、０
０
０
円

（※

国
庫
補
助
金
１
、３
０
２
、０

０
０
円
）

○
五
戸
広
域
農
道
と
田
茂
代
地
区

の
路
面
改
修
を
実
施
し
ま
す

　村
で
13
％
負
担
す
る
こ
と
に
よ

り
実
施

○
商
店
街
活
性
化
事
業
を
実
施
し

ま
す

　五
戸
町
と
新
郷
村
に
よ
る
プ
レ

ミ
ア
商
品
券
の
発
行
を
、
今
年
度

も
実
施

　商
品
券
１
万
円
で
１
万
１
０
０

０
円
分
の
買
い
物
が
で
き
ま
す

○
生
活
支
援
対
策
を
実
施
し
ま
す

　道
路
維
持
作
業
を
10
日
間
程
実

施
予
定

○
村
道
改
良
舗
装
工
事
を
し
ま
す

　雨
池
線（
柿
ノ
木
平
）

　長
峰
・
横
沢
線

　越
戸
・
石
ヶ
守
線

○
県
代
行
事
業（
県
事
業
）

　温
泉
線
・
妙
返
川
林
道

○
防
火
水
槽
を
新
設
し
ま
す

　上
栃
棚（
下
）
　一
基

○
外
国
語
指
導
員
を
配
置
し
ま
す

○
学
校
施
設
の
耐
震
対
策
を
強
化

　し
ま
す

　新
郷
中
学
校
天
井
照
明
器
具
等

落
下
防
止
改
修
工
事

○
奨
学
金
貸
付
事
業
を
実
施
し
ま
す

　大
学
・
高
校
生
対
象

　継
続
７
名

　新
規
15
名
を
予
定

○
金
ヶ
沢
ス
キ
ー
場
を
整
備
し
ま
す

　ト
イ
レ
新
設
、
格
納
庫
一
棟
設
置

○
村
営
プ
ー
ル
管
理
棟
の
改
築
工

事
を
実
施
し
ま
す

　
健
や
か
に
育
つ
よ
う
に
子
ど

も
た
ち
を
村
が
応
援

⑴
子
ど
も
の
医
療
費
を
助
成
し
ま
す

○
通
院
１
ヵ
月
当
た
り
１
、５
０
０

円
の
一
部
負
担
額
を
超
え
る
医

療
費
に
つ
い
て
全
額
を
村
が
助
成

○
入
院
１
日
当
た
り
５
０
０
円
の
一
部

負
担
額
を
超
え
る
医
療
費
に
つ
い

て
全
額
を
村
が
助
成

⑵
子
ど
も
商
品
券
を
配
付
し
ま
す

　１
人
月
額
１
、０
０
０
円
、
年

額
に
し
て
１
２
、０
０
０
円
を
交

付
す
る（
５
月
と
10
月
の
２
回
に

分
け
て
交
付
）村
内
す
べ
て
の
商

店
で
利
用
可
能

⑶
保
育
料
が
半
額
に
な
り
ま
す

⑷
学
校
給
食
費
の
無
料
化
を
継
続

し
ま
す

　村
内
の
全
児
童
・
生
徒
の
給
食

費
を
無
料
化

⑸
旧
西
越
保
育
園
を
解
体
し
、
跡

地
に
保
育
園
児
、
小
中
学
生
の

バ
ス
待
合
所
、
休
憩
所
を
設
置

し
ま
す

⑹
放
課
後
の
児
童
が
安
全
に
生
活

す
る
場
を
与
え
ま
す

　低
学
年
の
児
童
を
学
校
修
了
後

午
後
７
時
ま
で
あ
ず
か
り
ま
す

⑺
国
の
施
策
に
基
づ
き
、
児
童
手

当
を
支
援
し
ま
す

３
歳
以
上
〜
中
学
生
ま
で

　月
１
人
当
た
り

１
０
、０
０
０
円

３
歳
未
満

　月
１
人
当
た
り

１
５
、０
０
０
円

３
歳
以
上
〜
小
学
生
・
第
３
子

　月
１
人
当
た
り

１
５
、０
０
０
円

国 階 層 区 分

第１階層

第２階層

第３階層

第４階層

第５階層

第６階層

第７階層

第８階層

生 活 保 護 世 帯 等 0円 0円

4,500円 3,000円

9,800円 8,300円

15,000円 13,500円

22,300円 20,800円

22,300円 20,800円

22,300円 20,800円

22,300円 20,800円

住 民 税 非 課 税 世 帯

住 民 税 課 税 世 帯

40,000円未満
所
得
税
課
税
世
帯

40,000円～
　103,000円未満
103,000円～　
　413,000円未満
413,000円～
　734,000円未満

734,000円以上

保育料月額

3歳未満の児童 3歳以上の児童

平成26年度保育料基準額表

　こ
の
た
び
の
職
員
の
不
祥
事

に
つ
き
ま
し
て
は
誠
に
残
念
で

あ
り
、
皆
様
に
は
多
大
な
る
ご

迷
惑
と
ご
心
配
を
お
か
け
い
た

し
ま
し
た
。
心
よ
り
お
詫
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　万
が
一
に
も
あ
っ
て
は
な
ら

な
い
不
祥
事
で
、
弁
解
の
し
よ

う
も
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
事
態

を
深
刻
に
受
け
止
め
、
村
民
へ

の
信
頼
回
復
と
再
発
防
止
の
た

め
、
職
員
が
力
を
合
わ
せ
て
頑

張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

新
郷
村
長

　須 

藤

　良 

美

診
療
所
に
新
し
い

　
　
心
電
計
を
導
入

診
療
所
に
新
し
い

　
　
心
電
計
を
導
入

小
型
ロ
ー
タ
リ
ー
を
購
入

草
刈
り
機
械
を
購
入

新
年
度
予
算
に
つ
い
て

「
米
づ
く
り
の
未
来
を
語
る
会
」

　
　
　
お
い
し
い
と
評
判
の「
天
日
米
」を
試
食
！

　
　
　
　
　

　

　
ブ
ラ
ン
ド
米
を
目
指
し
て
意
見
交
換

村
赤
十
字
奉
仕
団
員

　
　
　
　
佐　

藤　

久
美
子
さ
ん

　

　
　
　
　
　
　
　
　
日
赤
支
部
長
か
ら
感
謝
状

美郷館で開かれた「米づくりの未来を語る会」須藤村長から感謝状を伝達される佐藤さん（左）

新しく購入された小型ロータリー小型ロータリーに装着して使用する草刈り機械

て
ん
ぴ
ま
い
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　村
と
新
郷
村
農
産
物
研
究
会
主

催
の「
米
づ
く
り
の
未
来
を
語
る

会
」が
２
月
12
日
、
美
郷
館
で
開

か
れ
、
会
員
や
村
内
の
水
稲
生
産

者
、
八
戸
農
協
な
ど
の
関
係
者
約
20

名
が
出
席
し
、
本
村
の
米
づ
く
り
に

つ
い
て
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　そ
の
中
で
、
昨
年
試
験
栽
培
さ

れ
、「
天
日
米
」と
ネ
ー
ミ
ン
グ
さ

れ
た
米
の
試
食
会
も
行
わ
れ
、
ブ

ラ
ン
ド
米
と
し
て
の
地
位
確
立
の

た
め
、
ど
の
よ
う
に
事
業
を
展
開

し
て
い
く
べ
き
か
な
ど
話
し
あ
わ

れ
ま
し
た
。

小
型
ロ
ー
タ
リ
ー（
1.5
ｍ
級
）

事
業
名

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
事
業

納
入
業
者

㈱
Ｋ
Ｃ
Ｍ
Ｊ
八
戸
営
業
所

購
入
額

２
２
、５
７
５
、０
０
０
円（
国
庫

補
助
金
１
５
、０
５
０
、０
０
０
円

補
助
率
２
／
３
）

納
入
月
日

平
成
26
年
２
月
28
日

※

主
に
除
雪
の
た
め
に
使
用
し
ま

す
が
、
村
道
の
草
刈
り
に
も
使

用
し
ま
す
。

草
刈
り
装
置
（
小
型
ロ
ー
タ
リ
ー

用
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
）

事
業
名

草
刈
り
機
械
購
入
事
業（
単
独
事
業
）

納
入
業
者

㈱
Ｋ
Ｃ
Ｍ
Ｊ
八
戸
営
業
所

購
入
額

６
、１
２
３
、３
９
０
円

納
入
月
日

平
成
26
年
２
月
28
日

※

小
型
ロ
ー
タ
リ
ー
に
装
着
し
、

村
道
の
草
刈
り
の
際
に
使
用
し

ま
す
。

　本
村
の
赤
十
字
奉
仕
団
で
日
々

活
動
し
て
い
る
佐
藤
久
美
子
さ
ん

（
舘
向
）に
、
日
本
赤
十
字
社
青
森

県
支
部
長
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら

れ
、
３
月
４
日
、
須
藤
村
長
か
ら

佐
藤
さ
ん
に
感
謝
状
が
伝
達
さ
れ

ま
し
た
。

　こ
れ
は
、村
赤
十
字
奉
仕
団
の
委

員
長
を
務
め
て
い
る
佐
藤
さ
ん
の
、

５
年
間
に
わ
た
る
地
域
へ
の
奉
仕

活
動
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　こ
の
た
び
、
新
郷
診
療
所
に
新

し
い
心
電
計
が
導
入
さ
れ
ま
し

た
。　心

臓
の
筋
肉
が
全
身
に
血
液
を

循
環
さ
せ
る
た
め
に
拡
張
と
収
縮

を
繰
り
返
す
と
き
、
微
弱
な
活
動

電
流
が
発
生
し
、
そ
の
変
化
の
乱

れ
を
波
形
と
し
て
記
録
し
、
病

気
の
兆
候
を
読
み
取
ろ
う
と
す
る

の
が
心
電
図
検
査
で
す
。
心
臓
の

疾
患
に
関
す
る
検
査
の
中
で
は
比

較
的
簡
単
に
行
え
る
も
の
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
病
気
発
見
の
第
一

の
手
が
か
り
と
し
て
よ
く
用
い
ら

れ
ま
す
。

購
入
金
額
２
、６
０
４
、０
０
０
円

（※

国
庫
補
助
金
１
、３
０
２
、０

０
０
円
）

○
五
戸
広
域
農
道
と
田
茂
代
地
区

の
路
面
改
修
を
実
施
し
ま
す

　村
で
13
％
負
担
す
る
こ
と
に
よ

り
実
施

○
商
店
街
活
性
化
事
業
を
実
施
し

ま
す

　五
戸
町
と
新
郷
村
に
よ
る
プ
レ

ミ
ア
商
品
券
の
発
行
を
、
今
年
度

も
実
施

　商
品
券
１
万
円
で
１
万
１
０
０

０
円
分
の
買
い
物
が
で
き
ま
す

○
生
活
支
援
対
策
を
実
施
し
ま
す

　道
路
維
持
作
業
を
10
日
間
程
実

施
予
定

○
村
道
改
良
舗
装
工
事
を
し
ま
す

　雨
池
線（
柿
ノ
木
平
）

　長
峰
・
横
沢
線

　越
戸
・
石
ヶ
守
線

○
県
代
行
事
業（
県
事
業
）

　温
泉
線
・
妙
返
川
林
道

○
防
火
水
槽
を
新
設
し
ま
す

　上
栃
棚（
下
）
　一
基

○
外
国
語
指
導
員
を
配
置
し
ま
す

○
学
校
施
設
の
耐
震
対
策
を
強
化

　し
ま
す

　新
郷
中
学
校
天
井
照
明
器
具
等

落
下
防
止
改
修
工
事

○
奨
学
金
貸
付
事
業
を
実
施
し
ま
す

　大
学
・
高
校
生
対
象

　継
続
７
名

　新
規
15
名
を
予
定

○
金
ヶ
沢
ス
キ
ー
場
を
整
備
し
ま
す

　ト
イ
レ
新
設
、
格
納
庫
一
棟
設
置

○
村
営
プ
ー
ル
管
理
棟
の
改
築
工

事
を
実
施
し
ま
す

　
健
や
か
に
育
つ
よ
う
に
子
ど

も
た
ち
を
村
が
応
援

⑴
子
ど
も
の
医
療
費
を
助
成
し
ま
す

○
通
院
１
ヵ
月
当
た
り
１
、５
０
０

円
の
一
部
負
担
額
を
超
え
る
医

療
費
に
つ
い
て
全
額
を
村
が
助
成

○
入
院
１
日
当
た
り
５
０
０
円
の
一
部

負
担
額
を
超
え
る
医
療
費
に
つ
い

て
全
額
を
村
が
助
成

⑵
子
ど
も
商
品
券
を
配
付
し
ま
す

　１
人
月
額
１
、０
０
０
円
、
年

額
に
し
て
１
２
、０
０
０
円
を
交

付
す
る（
５
月
と
10
月
の
２
回
に

分
け
て
交
付
）村
内
す
べ
て
の
商

店
で
利
用
可
能

⑶
保
育
料
が
半
額
に
な
り
ま
す

⑷
学
校
給
食
費
の
無
料
化
を
継
続

し
ま
す

　村
内
の
全
児
童
・
生
徒
の
給
食

費
を
無
料
化

⑸
旧
西
越
保
育
園
を
解
体
し
、
跡

地
に
保
育
園
児
、
小
中
学
生
の

バ
ス
待
合
所
、
休
憩
所
を
設
置

し
ま
す

⑹
放
課
後
の
児
童
が
安
全
に
生
活

す
る
場
を
与
え
ま
す

　低
学
年
の
児
童
を
学
校
修
了
後

午
後
７
時
ま
で
あ
ず
か
り
ま
す

⑺
国
の
施
策
に
基
づ
き
、
児
童
手

当
を
支
援
し
ま
す

３
歳
以
上
〜
中
学
生
ま
で

　月
１
人
当
た
り

１
０
、０
０
０
円

３
歳
未
満

　月
１
人
当
た
り

１
５
、０
０
０
円

３
歳
以
上
〜
小
学
生
・
第
３
子

　月
１
人
当
た
り

１
５
、０
０
０
円

国 階 層 区 分

第１階層

第２階層

第３階層

第４階層

第５階層

第６階層

第７階層

第８階層

生 活 保 護 世 帯 等 0円 0円

4,500円 3,000円

9,800円 8,300円

15,000円 13,500円

22,300円 20,800円

22,300円 20,800円

22,300円 20,800円

22,300円 20,800円

住 民 税 非 課 税 世 帯

住 民 税 課 税 世 帯

40,000円未満
所
得
税
課
税
世
帯

40,000円～
　103,000円未満
103,000円～　
　413,000円未満
413,000円～
　734,000円未満

734,000円以上

保育料月額

3歳未満の児童 3歳以上の児童

平成26年度保育料基準額表

　こ
の
た
び
の
職
員
の
不
祥
事

に
つ
き
ま
し
て
は
誠
に
残
念
で

あ
り
、
皆
様
に
は
多
大
な
る
ご

迷
惑
と
ご
心
配
を
お
か
け
い
た

し
ま
し
た
。
心
よ
り
お
詫
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　万
が
一
に
も
あ
っ
て
は
な
ら

な
い
不
祥
事
で
、
弁
解
の
し
よ

う
も
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
事
態

を
深
刻
に
受
け
止
め
、
村
民
へ

の
信
頼
回
復
と
再
発
防
止
の
た

め
、
職
員
が
力
を
合
わ
せ
て
頑

張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

新
郷
村
長

　須 

藤

　良 

美

診
療
所
に
新
し
い

　
　
心
電
計
を
導
入

診
療
所
に
新
し
い

　
　
心
電
計
を
導
入

小
型
ロ
ー
タ
リ
ー
を
購
入

草
刈
り
機
械
を
購
入

新
年
度
予
算
に
つ
い
て

「
米
づ
く
り
の
未
来
を
語
る
会
」

　
　
　
お
い
し
い
と
評
判
の「
天
日
米
」を
試
食
！

　
　
　
　
　

　

　
ブ
ラ
ン
ド
米
を
目
指
し
て
意
見
交
換

村
赤
十
字
奉
仕
団
員

　
　
　
　
佐　

藤　

久
美
子
さ
ん

　

　
　
　
　
　
　
　
　
日
赤
支
部
長
か
ら
感
謝
状

美郷館で開かれた「米づくりの未来を語る会」須藤村長から感謝状を伝達される佐藤さん（左）

新しく購入された小型ロータリー小型ロータリーに装着して使用する草刈り機械

て
ん
ぴ
ま
い



ギョウザの皮も手作り！

　２
月
22
日
、
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
で
、
新
郷
村
生
活
改
善
推

進
協
議
会
に
よ
る
調
理
実
習
が
行
わ
れ
、
会
員
15
名
が
中
華
料

理
づ
く
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　講
師
は
、
中
国
出
身
で
新
郷
村
に
嫁
い
で
12
年
以
上
に
な
る

中
田
理
津
子
さ
ん（
扇
ノ
沢
）。
中
田
さ
ん
は
会
員
を
前
に
、
ギ

ョ
ウ
ザ
の
皮
作
り
か
ら
実
演
し
、
豚
の
ひ
き
肉
や
ニ
ラ
な
ど
を

入
れ
た
具
に
、
サ
ラ
ダ
油
を
加
え
る
と
お
い
し
く
仕
上
が
る
こ

と
な
ど
を
伝
授
し
ま
し
た
。

　ま
た
、
中
田
さ
ん
は
麻
婆
豆
腐
や
チ
ン
ジ
ャ
オ
ロ
ー
ス
の
作

り
方
も
指
導
し
、
会
員
は
色
あ
ざ
や
か
な
中
華
料
理
に
舌
鼓
を

打
ち
ま
し
た
。

　３
月
３
日
、
中
野
平
の
冬
季
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ハ
ウ
ス「
和
の
家
」で
、

入
居
者
ら
が
カ
ゴ
づ
く
り
に
挑
戦

し
ま
し
た
。

　現
在
、
和
の
家
の
入
居
者
は
、

永
野
み
ち
よ
さ
ん（
羽
井
内
）と

松
森
ふ
み
さ
ん（
水
沢
）の
２
人
で

す
が
、
こ
の
日
は
、
２
人
の
お
世

話
を
し
て
い
る
西
村
カ
チ
ヱ
さ
ん

ら
４
人
も
参
加
。

　朝
市
工
房「
ふ
く
福
」の
小
坂
直

枝
さ
ん（
小
坂
）と
工
藤
由
紀
子
さ

ん（
戸
来
田
中
）が
講
師
を
務
め
、

入
居
者
ら
は
な
ご
や
か
な
が
ら
も

真
剣
に
カ
ゴ
作
り
に
取
り
組
み
ま

し
た
。

　ま
た
、
お
昼
に
は
唐
揚
げ
や
桜

も
ち
で
、
ひ
な
祭
り
を
祝
い
ま
し

た
。

　「
新
郷
村
安
全
・
安
心
村
づ
く
り
推
進
大

会
」が
２
月
22
日
、
美
郷
館
で
開
催
さ
れ
、

約
２
０
０
名
の
住
民
が
出
席
し
、
安
全
に
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
実
現
に
向
け

て
、
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　大
会
は
、
神
楽
の
祈
祷
に
始
ま
り
、
交
通
・

火
災
事
故
犠
牲
者
に
黙
祷
を
さ
さ
げ
た
後
、

須
藤
村
長
が
あ
い
さ
つ
。
小
野
郁
男
五
戸
警
察

署
長
が
激
励
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　続
い
て
、
五
戸
警
察
署
の
中
川
喜
文
地
域

課
長
が
管
内
の
交
通
情
勢
な
ど
に
つ
い
て
、

五
戸
消
防
署
の
木
村
和
雄
西
分
遣
所
長
が
火

災
防
止
活
動
に
つ
い
て
講
演
し
ま
し
た
。
ま

た
、
野
沢
中
学
校
の
上
野
山
友
樹
君
が
防
犯

弁
論
発
表
を
し
ま
し
た
。

　し
ん
ご
う
保
育
園
の
福
田
泰
匡
君
と
奥
山

凜
ち
ゃ
ん
の
２
人
が
、
子
ど
も
警
察
官
に

ふ
ん
し
、「
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
ま
す
」な
ど

３
つ
の
ル
ー
ル
を
守
る
と
大
会
宣
言
。

　し
ん
ご
う
保
育
園
の
園
児
と
連
合
婦
人
会

の
会
員
に
よ
る
踊
り
も
披
露
さ
れ
、
畠
山
賢

悦
村
消
防
団
長
の
音
頭
で
出
席
者
が「
ガ
ン

バ
ロ
ー
三
唱
」を
し
、
大
会
を
終
え
ま
し
た
。

　
カ
ゴ
は
若
い
時
に
自
己
流
で
作
っ
た

こ
と
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
う
し
て
も
の

さ
し
で
は
か
っ
て
や
る
の
は
初
め
て

で
、
む
ず
か
し
い
で
す
。

　
こ
の
カ
ゴ
に
は
、
自
分
の
畑
で
育
て

た
ナ
ス
や
ト
マ
ト
を
入
れ
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
カ
ゴ
作
り
は
初
め
て
で
、
む
ず
か
し

い
で
す
が
、
お
も
し
ろ
い
で
す
。
私
は

昔
、
羊
を
飼
い
、
羊
か
ら
毛
を
取
っ
て

セ
ー
タ
ー
や
ズ
ボ
ン
下
を
編
ん
で
い
ま

し
た
。
編
み
物
は
針
を
動
か
し
て
い
れ

ば
い
い
け
ど
、
カ
ゴ
作
り
は
編
み
物
よ

り
ゆ
る
く
な
い
で
す
。

　２
月
22
日
、
十
和
田
エ
イ
ト
ラ

イ
ン
観
光
協
議
会
が
企
画
・
協
賛

し
た「
十
和
田
湖
冬
物
語
バ
ス
ツ

ア
ー
」に
、
幼
児
と
小
学
生
６
人

を
含
む
15
名
が
参
加
し
、
有
意
義

な
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　お
昼
過
ぎ
に
役
場
を
出
発
し
た

一
行
は
、
十
和
田
市
内
で
フ
レ
ン

チ
料
理
を
堪
能
し
た
後
、「
道
の
駅

と
わ
だ
」で
南
部
裂
き
織
り
や
菱

刺
し
を
製
作
体
験
し
、
参
加
者
全

員
が
テ
ー
ブ
ル
セ
ン
タ
ー
や
コ
ー

ス
タ
ー
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

　ま
た
、
十
和
田
市
現
代
美
術
館

も
見
学
。
十
和
田
湖
冬
物
語
会
場

で
は
、
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
乙

女
の
像
を
見
た
り
、
か
ま
く
ら
や

雪
の
す
べ
り
台
な
ど
で
雪
遊
び
を

し
た
り
と
、
こ
の
時
季
こ
の
場
所

で
し
か
で
き
な
い
体
験
を
し
ま
し

た
。　ツ

ア
ー
終
了
後
に
行
っ
た
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
、「
十
和
田
湖
で
の
冬

花
火
が
見
ら
れ
ず
残
念
だ
っ
た
。

来
年
は
組
み
入
れ
て
ほ
し
い
」と

の
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

た
い

り
ん

き
と
う

も
く
と
う

き

ギョウザの皮も手作り！

松森ふみさん
（87歳）

永野みちよさん
（89歳）

「道の駅とわだ」で裂き織りを製作！

平成26年　新郷村安全・安心村づくり推進大会

“新郷村発着 十和田湖冬物語バスツアー”“新郷村発着 十和田湖冬物語バスツアー”

　
大
人
と
子
ど
も
15
名
が
参
加

南
部
裂
き
織
り
・
菱
刺
し
製
作
体
験
！

昼
食
は
フ
レ
ン
チ
料
理
を
堪
能
！

　
大
人
と
子
ど
も
15
名
が
参
加

南
部
裂
き
織
り
・
菱
刺
し
製
作
体
験
！

昼
食
は
フ
レ
ン
チ
料
理
を
堪
能
！

　
大
人
と
子
ど
も
15
名
が
参
加

南
部
裂
き
織
り
・
菱
刺
し
製
作
体
験
！

昼
食
は
フ
レ
ン
チ
料
理
を
堪
能
！

９　広報しんごう　H26・３ ８

平成26年　新郷村安全・安心村づくり推進大会

金ヶ沢獅子舞保存会のみなさんによる祈祷
子ども警察官にふんし、大会宣言をする福田泰匡君（左）と奥山凜ちゃん

生キャラせんべい音頭を踊る連合婦人会のみなさん「傍観者にならないために」と題して弁論発表する野沢中３年の上野山友樹君テーブルに所狭しと並べられた中華料理 手早く材料を切る中田さん 完成した焼きギョウザ

生地をめん棒で伸ばし、ギョウザの皮をつくる作業

小麦粉をこねて、ギョウザの皮の生地作りを教える中田さん（右）

左から和の家入居者の永野さん、
松森さん、講師の小坂さん

入居者のお世話をしている方々も一緒
にカゴづくり

五戸消防署の木村和雄西分遣所長

五戸警察署の中川喜文地域課長

しんごう保育園の園児による「よっちょれ2014消防バージョン」

　
大
人
と
子
ど
も
15
名
が
参
加

南
部
裂
き
織
り
・
菱
刺
し
製
作
体
験
！

昼
食
は
フ
レ
ン
チ
料
理
を
堪
能
！

ひ
あ
そ
び
は

　
し
ま
せ
ん

み
っ
つ
の
こ
と
を

　
ま
も
り
ま
す

ぼ
く
た
ち

　
わ
た
し
た
ち
は

こ
う
つ
う
ル
ー
ル
を
ま
も
り
ま
す

し
ら
な
い
ひ
と
に
は

　

　
　
　
つ
い
て
い
き
ま
せ
ん

“新郷村発着 十和田湖冬物語バスツアー”
入
居
者

　
永
野
み
ち
よ
さ
ん

　
　
　
　
松
森

　
ふ
み
さ
ん

冬
季
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ハ
ウ
ス

﹁
和
の
家
﹂
で
カ
ゴ
作
り
に
挑
戦

講
師
は  

中
田
理
津
子
さ
ん

新
郷
村
生
活
改
善
推
進
協
議
会

本
場
中
国
の
家
庭
料
理
を
学
ぶ

・
・
・
・
・

「道の駅とわだ」で裂き織りを製作！

（
中
国
出
身
・
扇
ノ
沢
在
住
）

昼食はフレンチ料理！昼食はフレンチ料理！



ギョウザの皮も手作り！

　２
月
22
日
、
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
で
、
新
郷
村
生
活
改
善
推

進
協
議
会
に
よ
る
調
理
実
習
が
行
わ
れ
、
会
員
15
名
が
中
華
料

理
づ
く
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　講
師
は
、
中
国
出
身
で
新
郷
村
に
嫁
い
で
12
年
以
上
に
な
る

中
田
理
津
子
さ
ん（
扇
ノ
沢
）。
中
田
さ
ん
は
会
員
を
前
に
、
ギ

ョ
ウ
ザ
の
皮
作
り
か
ら
実
演
し
、
豚
の
ひ
き
肉
や
ニ
ラ
な
ど
を

入
れ
た
具
に
、
サ
ラ
ダ
油
を
加
え
る
と
お
い
し
く
仕
上
が
る
こ

と
な
ど
を
伝
授
し
ま
し
た
。

　ま
た
、
中
田
さ
ん
は
麻
婆
豆
腐
や
チ
ン
ジ
ャ
オ
ロ
ー
ス
の
作

り
方
も
指
導
し
、
会
員
は
色
あ
ざ
や
か
な
中
華
料
理
に
舌
鼓
を

打
ち
ま
し
た
。

　３
月
３
日
、
中
野
平
の
冬
季
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ハ
ウ
ス「
和
の
家
」で
、

入
居
者
ら
が
カ
ゴ
づ
く
り
に
挑
戦

し
ま
し
た
。

　現
在
、
和
の
家
の
入
居
者
は
、

永
野
み
ち
よ
さ
ん（
羽
井
内
）と

松
森
ふ
み
さ
ん（
水
沢
）の
２
人
で

す
が
、
こ
の
日
は
、
２
人
の
お
世

話
を
し
て
い
る
西
村
カ
チ
ヱ
さ
ん

ら
４
人
も
参
加
。

　朝
市
工
房「
ふ
く
福
」の
小
坂
直

枝
さ
ん（
小
坂
）と
工
藤
由
紀
子
さ

ん（
戸
来
田
中
）が
講
師
を
務
め
、

入
居
者
ら
は
な
ご
や
か
な
が
ら
も

真
剣
に
カ
ゴ
作
り
に
取
り
組
み
ま

し
た
。

　ま
た
、
お
昼
に
は
唐
揚
げ
や
桜

も
ち
で
、
ひ
な
祭
り
を
祝
い
ま
し

た
。

　「
新
郷
村
安
全
・
安
心
村
づ
く
り
推
進
大

会
」が
２
月
22
日
、
美
郷
館
で
開
催
さ
れ
、

約
２
０
０
名
の
住
民
が
出
席
し
、
安
全
に
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
実
現
に
向
け

て
、
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　大
会
は
、
神
楽
の
祈
祷
に
始
ま
り
、
交
通
・

火
災
事
故
犠
牲
者
に
黙
祷
を
さ
さ
げ
た
後
、

須
藤
村
長
が
あ
い
さ
つ
。
小
野
郁
男
五
戸
警
察

署
長
が
激
励
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　続
い
て
、
五
戸
警
察
署
の
中
川
喜
文
地
域

課
長
が
管
内
の
交
通
情
勢
な
ど
に
つ
い
て
、

五
戸
消
防
署
の
木
村
和
雄
西
分
遣
所
長
が
火

災
防
止
活
動
に
つ
い
て
講
演
し
ま
し
た
。
ま

た
、
野
沢
中
学
校
の
上
野
山
友
樹
君
が
防
犯

弁
論
発
表
を
し
ま
し
た
。

　し
ん
ご
う
保
育
園
の
福
田
泰
匡
君
と
奥
山

凜
ち
ゃ
ん
の
２
人
が
、
子
ど
も
警
察
官
に

ふ
ん
し
、「
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
ま
す
」な
ど

３
つ
の
ル
ー
ル
を
守
る
と
大
会
宣
言
。

　し
ん
ご
う
保
育
園
の
園
児
と
連
合
婦
人
会

の
会
員
に
よ
る
踊
り
も
披
露
さ
れ
、
畠
山
賢

悦
村
消
防
団
長
の
音
頭
で
出
席
者
が「
ガ
ン

バ
ロ
ー
三
唱
」を
し
、
大
会
を
終
え
ま
し
た
。

　
カ
ゴ
は
若
い
時
に
自
己
流
で
作
っ
た

こ
と
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
う
し
て
も
の

さ
し
で
は
か
っ
て
や
る
の
は
初
め
て

で
、
む
ず
か
し
い
で
す
。

　
こ
の
カ
ゴ
に
は
、
自
分
の
畑
で
育
て

た
ナ
ス
や
ト
マ
ト
を
入
れ
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
カ
ゴ
作
り
は
初
め
て
で
、
む
ず
か
し

い
で
す
が
、
お
も
し
ろ
い
で
す
。
私
は

昔
、
羊
を
飼
い
、
羊
か
ら
毛
を
取
っ
て

セ
ー
タ
ー
や
ズ
ボ
ン
下
を
編
ん
で
い
ま

し
た
。
編
み
物
は
針
を
動
か
し
て
い
れ

ば
い
い
け
ど
、
カ
ゴ
作
り
は
編
み
物
よ

り
ゆ
る
く
な
い
で
す
。

　２
月
22
日
、
十
和
田
エ
イ
ト
ラ

イ
ン
観
光
協
議
会
が
企
画
・
協
賛

し
た「
十
和
田
湖
冬
物
語
バ
ス
ツ

ア
ー
」に
、
幼
児
と
小
学
生
６
人

を
含
む
15
名
が
参
加
し
、
有
意
義

な
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　お
昼
過
ぎ
に
役
場
を
出
発
し
た

一
行
は
、
十
和
田
市
内
で
フ
レ
ン

チ
料
理
を
堪
能
し
た
後
、「
道
の
駅

と
わ
だ
」で
南
部
裂
き
織
り
や
菱

刺
し
を
製
作
体
験
し
、
参
加
者
全

員
が
テ
ー
ブ
ル
セ
ン
タ
ー
や
コ
ー

ス
タ
ー
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

　ま
た
、
十
和
田
市
現
代
美
術
館

も
見
学
。
十
和
田
湖
冬
物
語
会
場

で
は
、
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
乙

女
の
像
を
見
た
り
、
か
ま
く
ら
や

雪
の
す
べ
り
台
な
ど
で
雪
遊
び
を

し
た
り
と
、
こ
の
時
季
こ
の
場
所

で
し
か
で
き
な
い
体
験
を
し
ま
し

た
。　ツ

ア
ー
終
了
後
に
行
っ
た
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
、「
十
和
田
湖
で
の
冬

花
火
が
見
ら
れ
ず
残
念
だ
っ
た
。

来
年
は
組
み
入
れ
て
ほ
し
い
」と

の
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

た
い

り
ん

き
と
う

も
く
と
う

き

ギョウザの皮も手作り！

松森ふみさん
（87歳）

永野みちよさん
（89歳）

「道の駅とわだ」で裂き織りを製作！

平成26年　新郷村安全・安心村づくり推進大会

“新郷村発着 十和田湖冬物語バスツアー”“新郷村発着 十和田湖冬物語バスツアー”
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平成26年　新郷村安全・安心村づくり推進大会

金ヶ沢獅子舞保存会のみなさんによる祈祷
子ども警察官にふんし、大会宣言をする福田泰匡君（左）と奥山凜ちゃん

生キャラせんべい音頭を踊る連合婦人会のみなさん「傍観者にならないために」と題して弁論発表する野沢中３年の上野山友樹君テーブルに所狭しと並べられた中華料理 手早く材料を切る中田さん 完成した焼きギョウザ

生地をめん棒で伸ばし、ギョウザの皮をつくる作業

小麦粉をこねて、ギョウザの皮の生地作りを教える中田さん（右）

左から和の家入居者の永野さん、
松森さん、講師の小坂さん

入居者のお世話をしている方々も一緒
にカゴづくり

五戸消防署の木村和雄西分遣所長

五戸警察署の中川喜文地域課長

しんごう保育園の園児による「よっちょれ2014消防バージョン」

　
大
人
と
子
ど
も
15
名
が
参
加

南
部
裂
き
織
り
・
菱
刺
し
製
作
体
験
！

昼
食
は
フ
レ
ン
チ
料
理
を
堪
能
！

ひ
あ
そ
び
は

　
し
ま
せ
ん

み
っ
つ
の
こ
と
を

　
ま
も
り
ま
す

ぼ
く
た
ち

　
わ
た
し
た
ち
は

こ
う
つ
う
ル
ー
ル
を
ま
も
り
ま
す

し
ら
な
い
ひ
と
に
は

　

　
　
　
つ
い
て
い
き
ま
せ
ん

“新郷村発着 十和田湖冬物語バスツアー”
入
居
者

　
永
野
み
ち
よ
さ
ん

　
　
　
　
松
森

　
ふ
み
さ
ん

冬
季
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ハ
ウ
ス

﹁
和
の
家
﹂
で
カ
ゴ
作
り
に
挑
戦

講
師
は  

中
田
理
津
子
さ
ん

新
郷
村
生
活
改
善
推
進
協
議
会

本
場
中
国
の
家
庭
料
理
を
学
ぶ

・
・
・
・
・

「道の駅とわだ」で裂き織りを製作！

（
中
国
出
身
・
扇
ノ
沢
在
住
）

昼食はフレンチ料理！昼食はフレンチ料理！
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新郷温泉館と野沢温泉の
営業時間が変更になります

～平成26年４月から“子ども医療費”の助成がはじまります～
　新郷村では、平成26年４月から子ども医療費の助成を行います。
　これは、原則として小学校入学から中学校卒業までのお子さんの入院・通院に係る医療費の助成を
行うものです。（ただし、乳幼児医療等、他の助成を受けられる場合は除きます）
　子ども医療費の給付を受けるためには、「子ども医療費受給資格者証」の交付申請をしていただくこ
とになります。
　対象者には事前に通知しておりますので、下記の申請期間内に忘れずに申請してください。
　申請期間　　平成26年４月１日～４月30日まで（土、日、祝日を除く）
　申請場所　　新郷村役場住民生活課　住民グループ
　お問い合わせ先：新郷村役場住民生活課　住民グループ　℡ ７８－２１１１（内線604）

　県の税金の納付は、便利で、安全・確実な口座振替をご利用ください。
　口座振替を利用できる県税は、自動車税、個人事業税、法人県民税･法人事業税･地方法人特別税、
軽油引取税です。県税部又は最寄りの取扱金融機関において、通帳と預金届出印をお持ちいただけれ
ば、簡単に手続きできます。
　なお、自動車税の納税証明書（継続検査用）は、後日送付します。自動車税の口座振替申し込み期限
は、毎年４月30日ですので、お早めにお申し込みください。
　取扱金融機関は、県内に本支店がある地方銀行、信用金庫、信用組合、労働金庫、農協、漁協等で
す。（県外本店の金融機関は県内支店に限られます。）
（お問い合わせ先）三八地域県民局県税部　納税管理課　℡ ２７－５１１１　内線２１１・３２７・３５７

「消費生活相談」を八戸圏域の８市町村で連携して行います！
　新郷村は消費生活相談窓口を八戸市に集約し、八戸市を中心とし
て周辺７町村（三戸町、五戸町、田子町、南部町、階上町、新郷村、
おいらせ町）の協定に基づき、市町村連携による広域的な消費生活
相談を平成26年４月１日から実施いたします。
　村単独での専門相談員の配置は費用対効果の観点から、広域連携
による八戸市消費生活センターの専門相談員の１名増加とすること
により、相談体制の機能強化を図るとともに広域的な情報収集によ
る消費者被害の未然防止や早期解決を図ります。
　当村ではこれからも、村民の皆様が安全に安心して暮らせる地域
社会づくりを目指し、地域や関係市町村と連携を深めながら消費者
被害の未然防止に向けた啓発活動を進めるとともに、自立した賢い
消費者の育成に消費者行政の分野からも継続的に取り組んでまいり
たいと考えています。　　　　　　
　　　　　　　　　平成26年３月　新郷村長　須　藤　良　美

新郷温泉館と野沢温泉の
営業時間が変更になります
　４月１日から、新郷温泉館と野沢温泉
の営業時間が、下記のとおり変更になり
ます。

◆営業時間　　午前９時～午後10時まで

八戸市消費生活センター

開 設 日　月曜日～金曜日（土日祝・年末年始除く）
受付時間　午前８時15分～午後５時
場　　所　市庁別館５階商工政策課内
　　　　　（八戸市内丸一丁目１番１号）
電　　話　（ＴＥＬ０１７８－４３－９２１６）

県税の口座振替のお願い～悪質商法、契約トラブル、
多重債務など

… ご相談ください～

　今年も４月14日（月）から20日（日）までの７日間、県下一斉に春の火災予防運動が実施されます。火災
予防運動の目的は、これから火災が発生しやすい時季を迎えるに当たり、住民の皆様に防火に対する
意識を一層高めていただき、火災の発生を防止することにより、高齢者等を中心とする死者の発生を
減少させるとともに、財産の損失を防ぐことです。

しょうぼう情報　∞∞∞　五戸消防署西分遣所からのお知らせ　∞∞∞

　新型インフルエンザ等の発生に備え、村では現在、
この行動計画として「新郷村新型インフルエンザ等対策
行動計画」の作成を進めているところです。
　今般、標記行動計画の案を作成しましたので、計画案
に関して住民の皆さんのご意見がありましたら、下記に
よりご提出ください。

記
提出期間　平成26年３月25日（火）～平成26年４月24日（木）
意見の提出方法　「意見記入様式」または住所、氏名、

電話番号を明記した任意様式により、
ＦＡＸか直接持参してください。

行動計画（案）の閲覧場所　新郷村役場及び新郷村総合福祉センター
意見提出先　・ＦＡＸの場合…℡ 0178－61－7575
　　　　　　　　　　　　　  （新郷村総合福祉センター）
　　　　　　・持参の場合…新郷村総合福祉センター（厚生グループ）
※提出されたご意見への個別の回答は行いません。
※提出されたご意見は、住所、氏名、電話番号等の個人情報に
関する事項を除き公表することもありますので、ご了承ください。
お問い合わせ先：住民生活課　厚生グループ
　℡ ０１７８－６１－７５５５　℻ ０１７８－６１－７５７５

「新郷村新型インフルエンザ等対策行動計画」（案）について
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春の火災予防運動 統一標語
「消すまでは　心の警報　ONのまま」

住宅防火　いのちを守る　７つのポイント
～３つの習慣・４つの対策～

３つの習慣
☆寝たばこは、絶対やめる。
☆ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用する。
☆ガスこんろなどのそばを離れるときは、必ず火を消す。

４つの対策
◎逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する。
◎寝具、衣類及びカーテンからの火災を防ぐために、
防炎品を使用する。

◎火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器等を
設置する。

◎お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近所
の協力体制をつくる。

　現在、ごみの野外焼却は禁止されていま
すが、農業、林業等を営むための草や下枝
等の焼却は、例外としてできる場合もあり
ます。

例外としてできる、野外焼却を行う場合で
も、次のことを守らなければなりません。

①消火の準備をし、近くに可燃物がないこ
とを確認すること。

②風が強く、空気が乾燥している場合、中
止すること。

③あらかじめ消防署へ届出をすること。

知っていますか？消防署への届出

☆消防に関する問い合わせは五戸消防署西分遣所まで（℡ ７８－２１１９）

お知らせ

｢編集を終えて｣は今回お休みします。
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新郷温泉館と野沢温泉の
営業時間が変更になります

～平成26年４月から“子ども医療費”の助成がはじまります～
　新郷村では、平成26年４月から子ども医療費の助成を行います。
　これは、原則として小学校入学から中学校卒業までのお子さんの入院・通院に係る医療費の助成を
行うものです。（ただし、乳幼児医療等、他の助成を受けられる場合は除きます）
　子ども医療費の給付を受けるためには、「子ども医療費受給資格者証」の交付申請をしていただくこ
とになります。
　対象者には事前に通知しておりますので、下記の申請期間内に忘れずに申請してください。
　申請期間　　平成26年４月１日～４月30日まで（土、日、祝日を除く）
　申請場所　　新郷村役場住民生活課　住民グループ
　お問い合わせ先：新郷村役場住民生活課　住民グループ　℡ ７８－２１１１（内線604）

　県の税金の納付は、便利で、安全・確実な口座振替をご利用ください。
　口座振替を利用できる県税は、自動車税、個人事業税、法人県民税･法人事業税･地方法人特別税、
軽油引取税です。県税部又は最寄りの取扱金融機関において、通帳と預金届出印をお持ちいただけれ
ば、簡単に手続きできます。
　なお、自動車税の納税証明書（継続検査用）は、後日送付します。自動車税の口座振替申し込み期限
は、毎年４月30日ですので、お早めにお申し込みください。
　取扱金融機関は、県内に本支店がある地方銀行、信用金庫、信用組合、労働金庫、農協、漁協等で
す。（県外本店の金融機関は県内支店に限られます。）
（お問い合わせ先）三八地域県民局県税部　納税管理課　℡ ２７－５１１１　内線２１１・３２７・３５７

「消費生活相談」を八戸圏域の８市町村で連携して行います！
　新郷村は消費生活相談窓口を八戸市に集約し、八戸市を中心とし
て周辺７町村（三戸町、五戸町、田子町、南部町、階上町、新郷村、
おいらせ町）の協定に基づき、市町村連携による広域的な消費生活
相談を平成26年４月１日から実施いたします。
　村単独での専門相談員の配置は費用対効果の観点から、広域連携
による八戸市消費生活センターの専門相談員の１名増加とすること
により、相談体制の機能強化を図るとともに広域的な情報収集によ
る消費者被害の未然防止や早期解決を図ります。
　当村ではこれからも、村民の皆様が安全に安心して暮らせる地域
社会づくりを目指し、地域や関係市町村と連携を深めながら消費者
被害の未然防止に向けた啓発活動を進めるとともに、自立した賢い
消費者の育成に消費者行政の分野からも継続的に取り組んでまいり
たいと考えています。　　　　　　
　　　　　　　　　平成26年３月　新郷村長　須　藤　良　美

新郷温泉館と野沢温泉の
営業時間が変更になります
　４月１日から、新郷温泉館と野沢温泉
の営業時間が、下記のとおり変更になり
ます。

◆営業時間　　午前９時～午後10時まで

八戸市消費生活センター

開 設 日　月曜日～金曜日（土日祝・年末年始除く）
受付時間　午前８時15分～午後５時
場　　所　市庁別館５階商工政策課内
　　　　　（八戸市内丸一丁目１番１号）
電　　話　（ＴＥＬ０１７８－４３－９２１６）

県税の口座振替のお願い～悪質商法、契約トラブル、
多重債務など

… ご相談ください～

　今年も４月14日（月）から20日（日）までの７日間、県下一斉に春の火災予防運動が実施されます。火災
予防運動の目的は、これから火災が発生しやすい時季を迎えるに当たり、住民の皆様に防火に対する
意識を一層高めていただき、火災の発生を防止することにより、高齢者等を中心とする死者の発生を
減少させるとともに、財産の損失を防ぐことです。

しょうぼう情報　∞∞∞　五戸消防署西分遣所からのお知らせ　∞∞∞

　新型インフルエンザ等の発生に備え、村では現在、
この行動計画として「新郷村新型インフルエンザ等対策
行動計画」の作成を進めているところです。
　今般、標記行動計画の案を作成しましたので、計画案
に関して住民の皆さんのご意見がありましたら、下記に
よりご提出ください。

記
提出期間　平成26年３月25日（火）～平成26年４月24日（木）
意見の提出方法　「意見記入様式」または住所、氏名、

電話番号を明記した任意様式により、
ＦＡＸか直接持参してください。

行動計画（案）の閲覧場所　新郷村役場及び新郷村総合福祉センター
意見提出先　・ＦＡＸの場合…℡ 0178－61－7575
　　　　　　　　　　　　　  （新郷村総合福祉センター）
　　　　　　・持参の場合…新郷村総合福祉センター（厚生グループ）
※提出されたご意見への個別の回答は行いません。
※提出されたご意見は、住所、氏名、電話番号等の個人情報に
関する事項を除き公表することもありますので、ご了承ください。
お問い合わせ先：住民生活課　厚生グループ
　℡ ０１７８－６１－７５５５　℻ ０１７８－６１－７５７５

「新郷村新型インフルエンザ等対策行動計画」（案）について
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春の火災予防運動 統一標語
「消すまでは　心の警報　ONのまま」

住宅防火　いのちを守る　７つのポイント
～３つの習慣・４つの対策～

３つの習慣
☆寝たばこは、絶対やめる。
☆ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用する。
☆ガスこんろなどのそばを離れるときは、必ず火を消す。

４つの対策
◎逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する。
◎寝具、衣類及びカーテンからの火災を防ぐために、
防炎品を使用する。
◎火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器等を
設置する。
◎お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近所
の協力体制をつくる。

　現在、ごみの野外焼却は禁止されていま
すが、農業、林業等を営むための草や下枝
等の焼却は、例外としてできる場合もあり
ます。

例外としてできる、野外焼却を行う場合で
も、次のことを守らなければなりません。

①消火の準備をし、近くに可燃物がないこ
とを確認すること。

②風が強く、空気が乾燥している場合、中
止すること。

③あらかじめ消防署へ届出をすること。

知っていますか？消防署への届出

☆消防に関する問い合わせは五戸消防署西分遣所まで（℡ ７８－２１１９）

お知らせ

｢編集を終えて｣は今回お休みします。
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保育園で、おひなさまの会を
しました。自分たちで作った
ひな人形をかざってお祝いし
ました。とっても楽しかった
です。

田島 陽和さん（さくら組）
おわかれ会をしました。お友だ
ちみんなでやった「しっぽとり
ゲーム」が一番おもしろかった
です！！ぼくは４本取ることが
できました。

長根　　樹くん（さくら組）
ひよりた しま いつきながね
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小　沢　瑠　杏ちゃん
Ｈ25・３・７生
（地区）戸来
（パパ）哲也
（ママ）由佳

パパとママのねがい

にこにこ明るく元気に！！

人の動 き
男　1,356人（－５人）
女　1,455人（－１人）
計　2,811人（－６人）
世帯数948世帯（＋２世帯）
（平成26年２月28日現在）
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むらのガイド

平成26年

ダイヤモンド（金剛石）
̶ 洗浄・無垢 ̶誕 生 石

燃えるごみ収集日　新郷村全域　月曜日・木曜日（祭日も収集します）

家庭ごみは収集日の朝に出して下さい。生ごみの水切りにご協力を

ごみの減量とリサイクルに取り組みましょう

村民相談日　毎週月・木曜日　午前９時〜午後４時まで（場所：山村開発センター　祝祭日の場合は曜日変更あり）

２０１４年４月
行　　事　　等 備　　　考

あるこ さわ

日 曜

みんなで支える
国民年金

日本年金機構

この広報紙は地産地消・輸送マイレージに配慮した植物油インキを使用しています。
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４ 金

月

日

山村開発センター２階　相談室

総合福祉センター

資源ごみ（ペットボトル等２品目）収集日
春の全国交通安全運動（～15日）６

火８

新郷温泉館休館日
入学おめでとう！春の声かけ・あいさつ運動（～11日）
保健協力員・介護相談協力員打ち合わせ会

７

火 行政相談22

金 資源ごみ（缶・新聞等５品目）収集日11
日 春の火災予防パレード
新郷温泉館休館日

13
月14
乳児・１歳６ヵ月・２歳児健診水16

金 資源ごみ（ビン・ペットボトル等２品目）収集日18
日 第391回子ども会親子早起き掃除20
月 新郷温泉館休館日

春季犬の登録と狂犬病予防注射（～25日）

21

木
燃えないごみ収集日

24
金25
日 五戸地区消防団観閲式27
月 新郷温泉館休館日28
火 昭和の日29
水 軽自動車税納期限30

小・中学校入学式
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国保から
制度改正の
お知らせです！

国保から
制度改正の
お知らせです！

お医者さんにかかったとき

平成26年度からの

　平成26年度から、70歳以上75歳未満（現役並み所得
者以外）の人の自己負担割合が変更になりました。
　ただし、昭和19年４月１日以前生まれの人は、これま
でどおり１割に据え置かれます。
　昭和19年４月２日以降生まれの人は、70歳の誕生日の
翌月（１日生まれの人はその月）から２割となります。
　現役並み所得者の自己負担割合は３割のままで変更ありません。

70歳以上75歳未満の人の
自己負担割合
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